
『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

まさとくん
　最近、色々なものに興味を持ち始めたの
で、頂いたオモチャを渡したところ、積み
重ねたり、投げたりと夢中で遊んでいます。
頂いてから時間が経っていましたが、箱を
開けると、とても良い木の香りがしました。
　まだオモチャをなめたりしていますが、
安心して遊ばせることができます。素敵な
贈り物をありがとうございました。

※香美市から木のギフトを

　受け取られた皆さんから

　のご感想、写真を募集し

　ています。

　投稿者の氏名、写真、写

　真に映っている方の名前

　(ペンネームで構いませ

　ん)、感想を、下記のメ

　ールアドレスまでお送り

　ください。

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp
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募
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香
美
市
立
図
書
館
の
運
営
に

関
し
て
、
広
く
市
民
の
方
々
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、

香
美
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員

を
公
募
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

２
名

【
応
募
資
格
】

応
募
期
限
時
点(

１
月
31
日)

で
、

次
の
条
件
を
満
た
す
方

①
図
書
館
運
営
に
つ
い
て
関
心

が
あ
り
、
積
極
的
に
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
方

②
香
美
市
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
18
歳
以
上

の
方

③
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

議
員
ま
た
は
常
勤
の
公
務
員
で

な
い
方

④
年
数
回
、
平
日
昼
に
開
催
さ

れ
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

【
委
員
の
任
期
】

委
嘱
の
日
か
ら
３
年
間

【
職
務
内
容
等
】

①
協
議
会
へ
の
出
席
お
よ
び
図

市
立
図
書
館

書
館
の
運
営
に
関
し
て
審
議
等

を
行
い
ま
す
。

※

年
３
回
程
度

②
会
議
に
出
席
し
た
場
合
、
市

が
規
定
す
る
報
酬
を
お
支
払
い

し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

《
応
募
期
間
》

令
和
６
年
１
月
５
日
～
31
日

※

当
日
必
着

《
応
募
書
類
》

香
美
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員

公
募
申
込
書

※

公
募
申
込
書
は
香
美
市
立
図
書
館
、

　

香
北
分
館
、
物
部
分
館
、
も
し
く

　

は
、
香
美
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

《
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出
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た
は
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、
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ル
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込
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◆
蔵
書
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検
に
伴
う

休
館
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
・
館
内
整
理
の
た

め
、
次
の
と
お
り
終
日
休
館
と

な
り
ま
す
。

【
か
み
ー
る
】

１
月
23
日 (

火)

～
26
日 (

金)

【
香
北
分
館
】

１
月
30
日 (

火)

【
物
部
分
館
】

１
月
31
日 (

水)

　

蔵
書
点
検
と
は
、
市
民
の
貴
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な
共
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財
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あ
る
図
書
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の
資
料
が
、
行
方
不
明
に
な
っ

て
い
な
い
か
、
決
め
ら
れ
た
正

し
い
場
所
に
並
ん
で
い
る
か
な

ど
、
一
冊
ず
つ
確
認
し
て
い
く

作
業
で
す
。
休
館
中
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

休
館
中
は
返
却
ポ
ス
ト
を

　

ご
利
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く
だ
さ
い
。
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俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
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応
募
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だ
さ
い
。
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